
活動報告会報告書

団 体 名 「絆を結ぶ物語」実行委員会

実 施 日 時 令和４年９月２日（金）～令和５年３月１１日（土）

事 業 費 ４５０，０００円 （うち補助金：４５０，０００円）

事 業 概 要

◇夏休み学びの１週間の企画・運営

夏期休業中の８月初旬に、学びの１週間を企画・運営する。部分的に高校

生が企画する中学生等を対象とした寺子屋も実施予定であったが、コロナの

影響で中止となった。代替事業として、分散型のプログラムで実施すること

とした。

◇高校生が企画する職場体験学習（キャリア教育）のサポート

小林市の未来を創造した高校生目線の職場体験学習のサポート。ソサエテ

ィ 5.0社会に対応できる資質や能力について、小林市の課題を見つけ自ら解
決しようとする能力を育成する体験型学習。（4事業所で実施）
◇日本の伝統文化に触れる事業

国の無形文化財総合認定保持者である能楽師（佐野登氏）を小林市に招へ

いし、地域に根ざした伝統文化の継承や継続に対する心構え等について学ぶ

機会を計画する。また、併せて、キャリア教育の視点からの講話も企画する。

事 業 実 績

（参加者数、主な経費、連携した団体など）

※連携した団体

１ 小林市教育委員会学校教育課

２ 子育て支援課

□令和４年度 元気なまちづくり支援補助金

■令和４年度 NPOパートナーシップ創造事業補助金

別 紙



※ 行の幅は自由に増減してください。ただし、A４判内で簡潔に作成をお願いします。
※ 作成したチラシ等がありましたら併せて提出をお願いします。

工夫した点

「０歳から１００歳までの小林教育」の具現化のために「こばやし学びの１

週間」を企画したが、コロナの感染拡大の影響で中止となった。

そこで、分散型の学びのコミュニティを設定し、事業を推進することとした。

幼児・児童・生徒・社会人と、幅広い年齢層を対象に、講演会や体験学習等

の学びの場を設定し、地域や産業界から専門性の高い人材を講師に迎え実施す

ることができた。

これからの社会は答えのない社会であり、それぞれが課題を見つけ、その課

題解決のための納得解を模索する時代である。コンピュータを駆使したり、五

感をフル活用しての能動的な学びが重要である。

小林市内の全ての学校を意欲的に訪問し、企画の周知と事業内容を説明し、

賛同者や協力者を増やすなど、委員全員で協力して事業を推進できた。

反 省 点

（ 課 題 ）

◇ 小林市は学ぶ環境や人材は豊富であるが、十分な活用ができていないのが

現状である。それらを活かしながら楽しく学べる環境を整えたい。

◇ できれば小林市ならではの学びの１週間を当初の計画通りに実施したか

ったがコロナでできなかった。実施できていたら参加した方々がどのよう

に変容するのかを実感したかった。分散型になってしまったので、単発的

な感が強く、広く広めるまでに至らなかった。

◇ 分散実施できた学校は、貴重な学びが多かったとの報告を受けたが、費用

対効果を考えると満足していない。次年度、再チャレンジしたい。

今後の計画

「絆を結ぶ物語」実行委員会の存在が認知されてきたので、引き続き、人づ

くり、町づくりに貢献できる活動を積極的に企画したい。特に、高校生等と一

緒に小林市の活性化につながる企画にチャレンジしたい。（伝統文化・音楽等）



キャリア教育講演会［野尻中学校］ 令和４年９月２日

イングリッシュ・カフェ［三松中・小林中・野尻中・小林中］

キャリア教育講演会［紙屋中学校］



齋藤眞人校長特別支援教育講演会

小林市適応指導教室 キャリア教育講演会［食育］

幼児期の運動遊び 小林中央保育園



「能」のワークショップ 小林西高等学校・野尻中学校

岡根芳樹のキャリア教育講演会 小林市立紙屋中学校

長鶴美佐子の性教育講演会 小林市立東方中学校



大角恭代野菜ソムリエの小林お野菜プロジェクト


